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　深海底熱 水活動域は暗黒 ・高圧 か つ 超 高温 の 有毒熱水 が 噴出する極 限環境に あ りなが ら、化学合

成微 生物 の
一

次生 産 に立 脚す る極 め て 生 産 的な生 態系 を 育ん で い る 。 現場 に は様 々 な無脊椎動物 が

棲 息す る が 、そ の 殆 どは それ ぞれ 特定 の 化学合成細菌 （群）と強 固な共生 関係 に あ る 。 共生微生物

の 系統や 共生形態 は多様 で あ るが 、それ らは共通 し て 噴出熱水 に含まれ る還元 的硫 黄化合物や 水素

ガ ス 等を エ ネル ギー源 と し て 利 用す る化学合成独 立栄養能 を有 し、宿主生 物 の ほ ぼ全て の 炭素源 を

賄 っ て い る。

　 昆虫や マ メ 科植物 、イ カ等 の モ デル 共生 系 と比 べ る と、化学合成共 生 系 へ の 分子的理 解は 大 き く

遅れ て い る と言 わ ざる を得 ない 。 し か し なが ら、近年 現場 に優 占す る様 々 な化 学合 成細菌 （培養 可

能 な 自由生活型 か ら未培養 の 細胞 内共生型 まで） を対象 とす るオ ミ ッ クス 解析 が進 ん で い る。その

結果 、 各種化学合成微生 物 の 系統や棲息環境に対応 した 炭素 ・窒素 ・エ ネル ギー
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や発 現制御 に 関す る包括 的な知見 が もた らされ つ つ あ る 。 即 ち、様 々 な化 学合成 共生系 同士 さ らに

は化学合成 共生系 とモ デル 共生 系 を比 較 し 、病原性微生 物 を含 めた 様 々 な微 生 物　大型生 物 の 相互

作用 を包括 的に 理解す る こ とが可能 とな りっ っ あ る。

　 本発 表で は 、特 に近年発 見 された深海底熱水活動域 の 化学合成共生微生物 に つ い て、そ の 多様 性

や そ の 進化 に つ い て議論 した い
。
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